
○　本校の概要 令和8年3月4日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。
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②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3
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①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな
価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。
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①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

児童アンケート「将来、
積極的に英語を使うよ
うな生活をしたり、職業
に就いたりしたいと思
う。」の質問に対し、「当
てはまる」または「どち
らかといえば当てはま
る」と回答した児童の割
合が、

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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方向性 取組指標

0

Ｃ 1

Ｂ

目標に対する成果指標
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成果
評価

児童アンケート「授業で
は、課題の解決に向け
て自分で考え、自分か
ら取り組んだ。」の質問
に対し、く当てはまる」ま
たは「どちらかといえば
当てはまる」と回答した
児童の割合が、

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

Ｂ

令和７年度　大田区立東蒲小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・児童数240名、学級数10、教員数20名である。研究指定は、東京都教育委員会による「令和６・７年度小学校教科担任制等推進校」、大田区教育委員会による「令和６・７年度大田区教育委員会研究推進校」を受けており、研究を通して「未来を切り拓く力」を育成する。10月30日に研究発表会を実
施し、成果と課題を大田区内及び東京都内へ広く周知する。特色ある教育活動として、学校2020レガシー「タグラグビー」、年間を通した予告なしの避難訓練、一輪車などの外遊び推奨、小規模校のよさである全学年仲良しが挙げられる。また、小規模校であるので、１年生から専科授業（音楽・図
工）があり、専門性の高い授業を行っている。さらに、今年度は、３・４年生でも教科担任制に挑戦している。近隣に大田区総合体育館、大田区立蒲田図書館、産業プラザＰioがあり、様々連携している。学区域には、東蒲田一丁目町会、東蒲田一丁目自治会、東蒲田二丁目町会、東蒲田二丁目南町
会の４町会があり、支えられている。
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学校関係者記入欄

3

4

・STEAM教育における特にアートの分野で児童
の意欲を感じる。取り組みに向かう姿勢と行動
を認める。

・自己評価する習慣づくりの充実を計って頂き
たい。

・仙台フィルハーモニーを迎えて行われた「音
楽体験学習」は迫力があり臨場感たっぷりで、
全身で音を感じることができ、こどもたちにとっ
てもよい経験だったと思った。

・学校担当責任者および教員の皆様の活動取
組に敬意を払う。

・関係者評価は、コメント出来かねる。

・タブレット入力など、情報を調べて入力されて
いた掲示物はとても見やすかった。（高学年）

・研究発表会では2年間研究し、教員の財産に
なったと思う。今後はさらに、発展するように取
り組んでほしい。

・学校ホームページの「校長室から」を拝読。5-
1研究発表リハーサル・とうめ茶・しあわせ黒
板・梅の木の植樹・デジタルの教員の勉強会・
図工での創造的な絵・SNSルールづくり・できタ
エくんの、いいネちゃんのハンコ等の記事を読
み評価3以上であってもよいと思う。

・努力しようとする方向性をどのように学習すれ
ば効果的であるのかの指導がほしい。

・郷土の伝統や文化を大切にして頂きたい。
又、互いに尊重し合う心を育んで頂きたい。

・英語を日常的に使う意識は低いと思うが、海
外由来のこどもに対し、こどもたちも自然に接
する様子が見られ、差別なく受け入れていると
思った。

・ALTの授業なども公開があってよいと思う。階
段にも英語のあいさつなどと掲示しているのは
とてもよいと思う。

・小中一貫教育で、英語教育の充実を図るた
めに連携している姿が見られた。

・「校長室から」を拝読、英語カフェ・イングリッ
シュカフェと努力しているように思う。ただ、現
在のクラスに外国人の子が登校していると思う
が、こどもたちはその子と話をして意思疎通し
ている。機会があったら、その保護者に来校し
ていただき、母国の話を聞かせるような取り組
みはできるのではと思う。学校関係者評価はも
う少しよいと思う。

・個性においては認められる児童が多く見られ
る。体力的な差がヒエラルキーをつくっているよ
うに見受けられる。

・情操や情緒といった事に注視頂きたい。

・秋に行われた展覧会では、こどもたちの個性
や創造性をいっぱいに感じる作品が多かった。

・「校長室から」を拝読、読み聞かせ・あきまつ
り・まちたんけん・ICT研修・展覧会での個性あ
ふれる作品・代表委員活動・コーンでの「歩い
てくれてありがとう」・代表委員の朝あいさつ等
の記事から個性と能力発揮の力を感じた。展
覧会に向けての共同作業は展覧会でのビデオ
をみて関心した。
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・令和６・７年度東京都教育委
員会小学校教科担任制等推進
校、令和６・７年度大田区教育
委員会教育研究推進校、令和
６年度大田区教育委員会独自
教科新設に向けた研究実践校
の研究指定を受け、研究を強
力に推進し10月30日には研究
発表会を開催した。300名以上
の参観者を集客し、広く区内及
び都内へ還元した。

・学校内外での様々な体験活
動はできた。自律する学習者
を育成するためには、児童主
体の学びを教員が更に意識し
て改革していかなければならな
いことが課題である。

・デジタル学習基盤を生かした
新しい授業スタイルへの移行
が十分とはいえない。改善策
は、主体的・対話的で深い学び
による授業改善を不断に行う。

・中学での指導経験のある
英語専科と２名の外国語教
育専門員が協力して、コミュ
ニケーションを重視した授業
を実施してきた。

・児童アンケート結果が期待
するよりも低い結果となって
いる。どの学年も70％未満
となっていることから、積極
的には英語を使う生活や、
職業に就いたりしたいと思っ
ていないことが分かる。

・英語を使う職業を調べる学
習を取り入れたり、英語を使
う職業の方をゲストティー
チャーに招いて交流し、身近
に感じる体験を取り入れて
いくなどの学習を意図的に
行う。

1

・週１回の道徳の授業、遠足
や移動教室などの校外学習
による体験活動、異学年交
流などを通して、豊かな心を
育んでいる。

・授業の中で、導入でめあて
を明確にしたり、終末でめあ
ての振り返りを行っている。
今後は、教員がめあてを決
めるのではなく、児童自身が
めあてを立てられるようにし
ていくことが課題である。

・タブレット端末の個別最適
な学びと協働的な学びにつ
ながる「オクリンクプラス」を
積極的に活用し、デジタル
学習を生かした新しい授業
スタイルに挑戦している。

児童アンケート「学校の
授業はよくわかる。」の
質問に対し、「当てはま
る」または「どちらかとい
えば当てはまる」と回答
した児童の割合が、

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

Ａ

1

0

0

Ｂ

Ｃ

1



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。
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保護者アンケート「学校
は、地域・社会の教育
力をこどもたちの教育
活動（授業や夏休みサ
マースクール等）に生か
している。」の質問に対
し、「当てはまる」または
「どちらかといえば当て
はまる」と回答した保護
者の割合が、

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

・スクールサポートとうほと
連携して、サマースクールを
行っている。昨年度に引き
続きは、初めてオータムス
クール、ウィンタースクール
も実施した。
サマースクールでは、教員も
得意なことを生かして、初め
て講座をもった。
・登下校の見守りはPTA及
び町会の協力で実施してい
る。そのため、大きな事件・
事故は発生していない。
・家庭教育に関する情報の
発信など、今後の課題として
取り組んでいきたい。

Ｄ 0

保護者アンケート「学校
は、こどもに安全指導を
行い、学校の安全体制
もできている。」の質問
に対し、「当てはまる」ま
たは「どちらかといえば
当てはまる」と回答した
保護者の割合が、

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携
しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人ひ
とりの能力や可能性を最大限に伸ばすこと
を意図した指導や支援を行っている。
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保護者アンケート「学校
は、校内研究や校内研
修を通して、教師の授
業力向上に努めてい
る。」の質問に対し、「当
てはまる」または「どち
らかといえば当てはま
る」と回答した保護者の
割合が、

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

2

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

Ｃ

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

3

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

児童アンケート「困りご
とや不安がある時に、
先生や学校にいる大人
にいつでも相談でき
る。」の質問に対し、「当
てはまる」または「どち
らかといえば当てはま
る」と回答した児童の割
合が、

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0
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Ｂ

Ｄ

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

1

Ｂ 3

・毎月一回の全教員による
安全点検を実施し、その後
安全衛生会議を開催し、児
童の安全・安心を最優先に
考え、故障個所などを速や
かに修繕している。
・昨年度５月から、避難訓練
は全て予告なしで実施し、緊
張感をもって児童は取り組
んでいる。より一層実際の
災害に即して改善していく。

2

・世界的に自然が変化する中にあって、日常的
に「自分を守る」訓練が重要と思う。

・継続的にしっかり取り組んでいただきたい。

・放課後ひろばでも避難訓練を行うが、学校で
しっかり指導してくれているのでこどもたちは放
課後ひろばでもきちんと避難してくれる。

・評価は低すぎると思う。

・予告なしの避難訓練で、日ごろからこどもがど
うしたらよいのかを考えさせることができいてす
ばらしい。

・学校公開日に児童から「とうめ茶」のもてなし
を受けた。とってもよいことだと思った。これが
柔軟で創造的な学習空間だと私は思う。私が
PTA役員だったころに比べて廊下・階段がきれ
いになった。ビーチサンダルの整頓・靴箱・傘
立ての整然とした状況が安心な教育環境の原
点のように思う。学校関係者評価はもう少しよ
いと思う。

・保護者の方々の熱心さは感じる。方向が少し
違う気がする。児童、教職員、保護者の連絡や
意思の疎通がほしい。

・家庭学習の機会は無駄でも取り組むべきと考
える。

・地域のイベントやPTA行事など、土曜日や日
曜日の開催にもかかわらず先生方が参加して
くださっているのは素晴らしいことだと思う。

・先生方によるサマースクールはこどもたちにと
ても好評だった。先生方の普段見られない一面
が見られる機会となった。

・地元、自治体として、今後も、こども見守り、防
災、防犯、通学見守りなど、協力いたします。令
和7年度 防犯カメラ6台設置済。

・評価は低過ぎると思う。地域との連携はとても
している。

・夏休みのわくわくで、中学生が子どもたちの
手伝いができてよかった。今後も続けさせた
い。

・「校長室から」を拝読、マモリンピック東蒲田・
お祭り・あすチャレスクール・自転車教育・小さ
な運動表彰・エコキャップリサイクル・避難訓練
などを読むと、学校関係者評価はもう少しよい
と思う。

・児童に対しての熱を感じる。教職員に関して
は、いまひとつ補充があればウェルビーイング
に近付くと思います。

・元気で学んでいる児童を見て、又、活発な
キャンパスの様子を感じている。

・教科担任制を行っているため、クラスごとの差
が少ないように感じた。

・OJT主任を新設し、若手教員を育てていく取
組は素晴らしい。

・「校長室」からを拝読。亀の卵・こどもたちの大
掃除・麦藁細工でのポスターづくり・ビーチサン
ダルの整頓・靴箱。本当に感心した。これが学
校力だと思う。トウモロコシの皮むき体験もい
い。冬休み前の生活指導部の先生たちの寸劇
は教師力ではと思う。学校関係者評価はもう少
しよいと思う。

・児童主体の学び、主体的・
対話的で深い学びによる授
業改善、個別最適な学びと
協働的な学びの一体的な充
実による授業改善を行って
いるが、不十分な部分もあ
るので一層推進していく。

・今年度は、OJT主任を新設
し、教員一人一人が講師と
なり自分の得意なことを一
人一回以上伝授するOJTを
実施し、合計3４回になった。

2

・インクルーシブ教育という面においては、「お
ちこぼれそう」な児童にも指導が届いてるように
感じる。ここにも人材がほしい。

・教員の資質・能力の向上に対しての支援の充
実を更にお願いしする。

・先生方がこども一人一人に丁寧に対応してく
れていると感じる。こどものことで相談をすると
真摯に対応してくれる。

・「校長室から」を拝読、服務事故防止研修・ス
クールカウンセラー全員面接（１・３・５年）には
驚いた。おそらく知らない人が多いと思う。これ
らの積み重ねがこども一人一人を育んでいると
思う。困難のある子の話を聞き逃すことがない
ことが、環境整備だと思う。

・発達障害についての理解促
進研修の実施、巡回心理士、
発達障がい支援アドバイザー
による助言を指導に生かして
いる。
・６月・11月・２月のこどもの心
サポート月間では、全学年でい
じめに関するアンケート（学期
に１回）や第３～６学年で学級
集団調査(ＷＥＢＱＵ）を実施
し、児童の学校生活における
不安や悩みを早期に発見し、
必要に応じて面談を実施し、ス
クールカウンセラー及び関係諸
機関を活用して組織的に対応
している。
・大田区いじめ防止基本方針・
東蒲小学校いじめ防止基本方
針に基づくいじめ対策委員会
を設置し、年間３回以上いじめ
に関する授業及び教員研修の
充実と組織的対応を図るととも
に保護者・地域・関係機関と連
携して、いじめの未然防止、早
期発見、早期対応に取り組ん
でいる。また、「いじめをゆるさ
ない」という児童の自治の力を
教育活動全体を通して育成す
る。

3
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